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京
都
や
奈
良
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
は
数
多
あ
り
ま
す
が
、「
伝
承
」を
中
心
に
数
々
の
縁
の
地
を
こ
れ
だ
け

徹
底
的
に
掲
載
し
た
の
は
本
邦
初
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写
真
・
地
図
を
多
数
掲
載
し
、ア
ク
セ
ス
情
報
も
満
載
。子
供
達

の
修
学
旅
行
の
下
調
べ
や
大
人
の
旅
の
お
供
に
も
最
適
！
　
ガ
イ
ド
さ
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虎
の
巻
と
し
て
も
必
携

の
一
冊
！
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図
多
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掲
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学
び
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ら
歩
く
古
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の
旅
〉
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あ
な
た
も
本
書
を
片
手
に
古
都
の「
歴
史
」を
歩
い
て
み
ま
せ
ん
か
？

はじめに／国のはじまり／賀茂の丹塗り矢／松尾の神／和珥
坂の少女／神奈備の山―三輪 ／相撲の起源／倭建命の物語／
皇位の譲り合い／雄略天皇と一言主神／影媛あわれ／継体天
皇の皇位継承／六角堂縁起／太秦の宿神／大化改新／八瀬の
竈風呂／大津皇子の悲劇／山岳仏教の創始者―役小角／伏見
稲荷の起源／久米仙人の物語／中将姫物語／采女のこと／魔
界の鞍馬山／和気清麻呂と道鏡／長岡京遷都と早良親王の憤
死／新都の造営／王城鎮護／空海の法力／三井寺の不思議／
宇治の橋姫／鉄輪／篁伝説／小町伝説／業平伝説／木地師の
祖―惟喬親王／当道の祖神―人康親王／伏見の香水／牛頭天
王の遊行／貴船の本地／和歌の力／逢坂山の蝉丸と逆髪／雨
宿りの宿の契り／菅原道真の怨霊／鬼のくれた美女／異界と
の境界―戻橋 ／慈悲の空也上人／俵藤太の百足退治／晴明伝
説／酒呑童子／妖怪退治の勇士／紫式部と源氏物語／平清盛
出生の秘密／源頼政の鵺退治／西行の歌詰橋／蓮華王院の柳
／崇徳上皇の呪い／祇王祇女の悲劇／小督物語／牛若丸と弁
慶／扇の芝／木曾殿最後／敦盛と小敦盛／那須与一／悲運の
建礼門院／義経の吉野入り／おかめ伝説／吉野城の軍／小楠
公の忠誠／信長と光秀／秀吉と利休／洒脱な狐／壺坂霊験記
／地図／原拠資料・参考文献／史実と伝承の関係

◆◆本書収録の伝承（目次）◆◆
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本書組見本（見開き）

「
伝
承
」部
分
は
大
き
な
字
。

「
解
説
」は
二
段
組
。

「
ア
ク
セ
ス
情
報
」、

満
載
、巻
末
に
地
図

「
名
所
」は
ゴ
シ
ッ
ク
体
。

他
の
伝
承
と
の「
有
機
的
」関
連
付
け
。
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貴
船
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叡
山
電
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鞍
馬
線
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毘沙門堂

諸羽神社

JR山科

京阪山科 四ノ宮

四ノ宮川

旧東海道

琵

琶
湖疎水

安
祥寺川

JR東海道本線

徳林庵

十禅寺 人康親王墓
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ゆ
か
り

あ
ま
た

全65枚の詳細地図

京都奈良、及びその
周辺の旅行に必携！

本
島
　
進
（
も
と
じ
ま
・
す
す
む
）

昭
和
二
八
年
大
分
市
生
ま
れ
。
昭
和
五
〇
年
、
一
橋
大
学
法
学
部
卒
業
後
、
同
年
、

日
本
専
売
公
社
入
社
。
広
報
部
長
、
京
都
支
店
長
。
平
成
一
四
年
三
月
末
、
Ｊ
Ｔ
を

退
社
。
現
在
、
日
本
嗜
好
品
ア
カ
デ
ミ
ー
代
表
。
著
書
に
『
た
ば
こ
喫
み
の
弁
明
』

（
慧
文
社
）・
共
著
に
『
煙
草
お
も
し
ろ
意
外
史
』（
文
春
新
書
）
が
あ
る
。

二
〇
〇
七
年
二
月
末
刊
行

四
六
判
・
並
製
・
五
〇
四
頁
・
定
価
二
九
四
〇
円（
税
込
）

「
伝
承
」で
歩
く
京
都
・
奈
良

―
古
都
の
歴
史
を
訪
ね
て

100点以上の写真掲載！


